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Limit-EPA VUP04 の内容 

 

Limit-EPA(VUP04) は、鉄筋コンクリート造部材の靭性確保」の内、「部材の設計用せん断力

を割増す方法」に基づいたチェックを行うものです。 

なお、今回のバージョンアップで Limit-EPA のバージョンは、ver 2.10になります。 

また、それに伴って BST-G89TM も変更されました。お手数ですが、BST-G89TM は同梱の

BST-G89TM(rev.030904) を再インストールして下さるようお願いいたします。 

BST-G89TM の rev.030904はインストール CD を使わなくても、弊社ホームページからもダウ

ンロードできますので、それを使ってBST-G89TMをアップデートしてもかまいません。 

 

l VUP04 では「鉄筋コンクリート造部材の靭性確保」の内、「部材の設計用せん断力を割増す

方法」*1 に基づいたチェック計算をする機能が追加されました。 

l 具体的には、Limit-EPA で保有水平耐力の計算をした後、ＲＣ部材（柱、はり）に対して保

有水平耐力時のせん断力を割り増し、必要なせん断補強筋量を算定し、その結果を一次設計

での計算結果と比較しチェックをします。 

l 割増値 ｎ は XY方向別に、階を指定して入力することができます。 

はりの場合 MDG QnQQ ⋅+= 0  

柱の場合 MDC QnQ ⋅=   （耐力壁に付いてはチェックしません） 

（詳細は参考文献を参照してください） 

 

 

 

                                                 
*1 建築物の構造規定（日本建築センター） 
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操作上の変更点 

 

以下はLimit-EPA VUP04を適用し、それに伴うBST-G89TM（BST-G89TMⅡ）の変更をした場合の説明で

す。 

 

今回、Limit-EPA が VUP04 にバージョンアップされるにあたって、新たに BST-G89TM からのデータも

必要となり、それに伴ってBST-G89TM（BST-G89TMⅡ）にも変更が加えられました。 

それら変更は当然、新たに必要なデータを出力する機能は追加されましたが、操作に関しては変更や

新たに追加されたものは何もありません。 

しかしBST-G89TM（BST-G89TMⅡ）のメインメニュー画面からLimit-EPAを呼び出した場合の処理が以

下のようになりました。 

 

BST-G89TM（BST-G89TMⅡ）のメインメニュー画面から Limit-EPA を呼び出した場合、Limit-EPA の最

初のデータ選択画面で、自分を呼び出したプログラムがBST-G89TMか BST-G89TMⅡかを判断し、当該プ

ログラムのデータが最初に選択されるようになりましたので非常に便利になりました。 

 

 

また、逆にLimit-EPAから BST-Gにリンクするときも、リンクしてきた方のプログラムが自動的に選

択されるようになりました。 

 

具体的には次ページの図をご覧ください。 
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図 1 BST-G89TM メインメニュー画面 

BST-G89TM のメインメニューから

〔Limit-EPA の実行〕ボタンをクリッ

クします。 

Limit-EPA が立ち上がり、メインメニ

ュー画面が表示されます。ここで〔保

有耐力計算〕ボタンをクリックします。

BST-G89TM から呼び出されて立ち上が

ったので、最初は BST-G89TM のデータ

が表示されます。 

図 2 Limit-EPA メインメニュー画面 

勿論、今まで通り〔データ切替〕ボタ

ンで BST-G89TM と BST-G89TMⅡの切り

替えをすることもできます。 

図 3 Limit-EPA データ選択画面 



 

ASD Technical report 

 
ASD Co. 

4 
 

 

また、Limit-EPAから BST-G89TMまたはBST-G89TMⅡに戻る場合にも、Limit-EPAにリンクしてきたも

とのBST-G89TMまたはBST-G89TMⅡが自動的に選択されていますので操作が非常に単純になりました。 

画面での説明は以下をご覧になってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 Limit-EPA メインメニュー画面 

図 5 BST-G 選択画面 

〔BST-G の実行〕ボタンをクリッ

クすると 

最初は BST-G89TM からリンクして

きているので、戻り先も BST-G89TM

が選択されている状態になりま

す。 
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また、VUP04を適用した場合、柱はりリスト画面の表示項目も変更されます。 

 

柱はりリスト画面のあった「処理」ボタンのクリックすることで「ピン端材の処理」と「多スパン材

の処理」をしていましたが、ごれは故意に処理しない場合もある、という事で敢えて手動にしていまし

たが、暫く経過を見た結果、これを自動処理しても何等問題が無いと判断しましたので、この「処理」

操作を外し、自動処理をするようにしました。勿論、X方向,Y方向共処理しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

VUP04 になって、「処

理」に関する操作を自動

化しました。 

従って「処理」に関する

操作項目は無くなりま

した。 

図 6 旧柱･はりリスト画面（「処理」機能あり） 

図 7 新柱･はりリスト画面（「処理」機能なし） 
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BST-Gから 

Limit-EPAが VUP04になったことでの操作上の変更は、「図8 変更点」に示す①と②です。 

以下に①と②について説明します。 

 

① について 

入力された割増値が表示されています。Limit-EPAの計算後、せん断力を計算する時に使用されます。 

当初、割増値が設定されていないときは、画面のように割増値は全て 1 に設定されます。 

 

② ついて 

割増値をここで入力します。 

入力された内容は①の割増値欄に表示されます。 

入力方法につきましては，の「 1）割増値の入力の実際」で説明しますので、そちらを参照してく

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8 追加変更点 

② 
割増値を入力するための

機能が追加されました。 

① 
割増値の入力／表示欄

が増えました。 
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1） 割増値の入力方法 

 

割増値の入力は図8の②で行います。 

ここでは入力部分を拡大し説明します（図7）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④入力が終わりましたら〔実行〕

ボタンをクリックします。 

③ここで倍率を入力します。

但し、1 ≦倍率≦ 2 

RC柱の本数が表示

されています。 
RCはりの本数が表

示されています。 

①ここで倍率の入力対象を指定します。 

指定は、 

 

 図 10 対象部材選択 

のように、「柱」，「はり」，「柱･はり」の 3 種

類の中から選択します。 

②対象とする階またははりの範囲を入力しま

す。入力内容は対象での選択内容によって以

下のような解釈をします。 

1) 対象に「柱」が選択されている時は、入

力値は「階」となります。 

2) 対象に「はり」が選択されている時は、

入力値は「層」となります。 

3) 対象に「柱･はり」が選択されている時は

ここでの入力はできません。その結果、

対象は「全RC 部材」ということになりま

す。 

 図 11 入力枠 

 

■ 階/層の入力は、入力枠を見てわかるように、 

基本的には「AからBまで」というように範囲で指定します。 

 図 12 入力枠 

 

■ なお、以下に2つの入力値の関係に付いて説明しますが、便宜上それぞれをA，Bと表現します（特

に入力枠のどちらがAでもBでもかまいません）。 

 

1) A≦0，B≦0の時、入力は無効です。 

2) A=0，B>0の時、Bで指定される一つの階または層が指定されたものとします。 

3) A>0，B>0の時、 

3-1) A > 階数（層数）の時、強制的に A=階数または層数とします（階数、層数は対象部材が

柱かはりかで自動的に処理されます）。 

3-2) A，Bの大小関係はどちらでもかまいません。つまり、1～5と入力しても5～1と入力して

も、どちらでも良いと言う事です。 

 

これによって、例えば 3 階の建物で全階を指定する時などは、1～10 と入力しても、また逆に

10～1と入力しても、結果は1～3と入力されているものとして処理されることになります。 

図 9 入力枠 
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■入力例 

 

階または層の入力は上記説明だけでは判りにくい点もあるかと思われますので、以下に例題を

使って追加説明をします。 

 

例題の条件 

 

l ここでの入力例は3階の建物を想定して作成されています。 

l また入力対象部材は「柱」としています。従って入力値は「階」を指定しているものとし

ます。 

l 複数行に分けて記述されているものは、解釈が複数段階を経過していることと、その内容

を示しています。 

l この入力例で、階の指定方法を理解してください。 

l なお、はりの場合は指定値が階ではなく層になるだけで、処理方法そのものは同じです。 

 

 

入力値 解釈値 

値 A 値 B 値 A 値 B 

入力の 

可/不可 
判断推移 

-2 0 0 0 不可 ①マイナス値は無効なので 0 とする。 

②0 階～0 階の指定は当然に無効なので不可 

0 0 0 0 不可 （②による） 

0 2 2 2 可 ③有効に指定されている階が一つ（値B）なので、

2 階という単一階が指定されていると判断し、それ

を内部では 2 階～2 階と入力されていると解釈す

る。 

-2 3 0 

3 

3 

3 

 

可 
（1 行目は①、2 行目は③による） 

0 10 0 

3 

3 

3 

 

可 

④値Bで指定されている階(10階)が許容範囲(3階)

を越えているので許容範囲の 3 階 に置き換えられ

る。 

（2 行目は③による） 

1 3 1 3 可 正しく入力されているのでそのまま。 

2 10 2 3 可 （④による） 

2 0 2 2 可 （③による） 

10 0 3 

3 

0 

3 

 

可 

（1 行目は④、2 行目は③による） 

 

3 1 1 3 可 ⑤入力値は有効であるが、処理上入力値は小さい値

～大きい値と並び替えられてしょりされる。 

10 2 3 

2 

2 

3 

 

可 

（1 行目は④、2 行目は⑤による） 

 

12 8 3 3 可 （値 A、値 B とも④による） 

 

 

 

 

 

表 1 入力例 
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2）倍率は部材毎に直接倍率を入力することもできます。 

 

ここでの入力値は、1≦入力値≦2 とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 13 のように、割増値の直接入力はできますが、この場合、入力値のチェックは入力時点で

その都度されていませんので注意してください。 

但し、割増値のチェックは〔計算開始〕ボタンがクリックされた後、実際に計算が開始される

前にまとめてチェックされます。 

 

 

 

 

このように、他の入力項同様、「倍率」

も直接入力することができます。 

図 13 割増率の直接入力 
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3）入力が終わると、今までどおり〔計算開始〕ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

のように警告メッセージが表示されることになりますます。 

警告メッセージを見てわかるように、引っ掛った部材は具体的に指摘されていますので、もと

の入力画面に戻って修正してください。 

 

 

 

 

図 15 割増値入力エラーの警告 

〔OK〕ボタンをクリックすると

もとの入力画面に戻ります。 

図 14 計算開始 

このように、エラー個所は具体

的に表示されます 

その時、このように許容範囲外の数値が

入力さていると、計算前の割増率のチェ

ックで引っ掛り、 

倍率を含め入力を終えた後、〔計算開始〕

ボタンをクリックし、計算処理に入りま

す。 
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結果の表示と印刷 

 

 

（１）画面サイズの変更 

 

VUP04では結果の表示・印刷画面で、表示画面のサイズを変更できるようになりました。 

これにより①のコントロールボックスを操作して表示画面を「最大化」にすることができるよう

になりました（但し、画面の「最小化」はできません）。 

また、②のような画面のコーナーをマウスでクリップし、そのままドラッグすることで画面サイ

ズを変更することができます。 

但し画面を小さくすることについては、最初に表示される従来の画面サイズが最小画面となって

おり、それより小さい画面にすることはできません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

 

図 16 結果の表示・印刷画面 

「最小化」ボタンは使用できません 

コーナーをマウスでクリップして画面

サイズを変更することができます 

② 
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（２）出力項目の追加 

 

VUP04 の目的である「部材の設計用せん断力を割増す方法」に基づいたチェックをし、その結

果の出力が追加されました。 

出力は、従来の保有水平耐力の算定結果が出力された後に出力されます。 

 

1）柱のせん断チェックの結果出力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

柱のせん断チェック結果 

図 17 柱のせん断チェックの結果 
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2）はりのせん断チェックの結果出力 

 

はりのせん断チェック結果は、柱の結果出力の後、引き続きX方向，Y方向別に出力されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

X 方向はりのせん断チェック結果 

図 18 はりのせん断チェックの結果 

X 方向はりのせん断チェック結果 

このように、STP が出力された後に出力されている「＊」

または「・」につきましては、） 

「 3. 柱のせん断チェックでの出力項目説明 」 

または 

「 4. はりのせん断チェックでの出力項目説明 」 

を参照してください。 
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3）柱のせん断チェックでの出力項目説明 

 

項名 単位 説明 

フレーム  

階  

軸  

部材位置を示します。 

注：フレームはY 方向フレームの時でも、BST-G89TM のように 101,102,103・・・

ではなく、1,2,3・・・というように表示されます。また軸位置も同様に、

常に 1,2,3・・・と表示されます。 

D cm 柱サイズ（上段：Dx 下段：Dy） 

ｎ  Qm の割増率 

Qm kN(t) Limit-EPA の計算結果から算出されたせん断力 

Qdc kN(t) 割増率を考慮した保有水平耐力時せん断力 

Qdc = Qd * n 

Qd kN(t) BST-G89TM での計算値 

（柱の場合は、QA が使用されています。このQA は Qd から算出されたHOOP 配筋

をもとに逆算された許容せん断力です） 

半定  Qdc > Qd の時、NG → この場合、Pw、HOOP には Qdc から算出された HOOP の結

果が出力されます。 

Qdc > Qd の時、OK → この場合、Pw、HOOP には BST-G89TM での結果が出力され

ます。  

Pw % HOOP の配筋率 

HOOP mm HOOP の設定内容 

 

 

 

注意： HOOPの後に書かれる記号について 

 

判定で NG になった場合、Qdc から新たに HOOP 設定を計算し直しますが、その結果が

BST-G89TM での結果を上回った場合、つまり HOOP 間隔が小さくなった場合、HOOP の後

に「＊」印が出力されます。 

 

また、その結果が BST-G89TM での結果と同じまたは下回った場合、つまり HOOP 間隔が

同じか広くなった場合、Pw，HOOPには BST-G89TMでの計算結果が出力され、その後に「・」

印が出力されます。 

 

 

表 2 柱せん断チェックの出力項目説明 
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4）はりのせん断チェックでの出力項目説明 

 

項名 単位 説  明 

フレーム  

層  

スパン  

部材位置を示します。 

注：フレームはY 方向フレームの時でも、BST-G89TM のように 101,102,103・・・

ではなく、1,2,3・・・というように表示されます。また軸位置も同様に、

常に 1,2,3・・・と表示されます。 

B cm はり幅（上段：左端 下段：右端） 

D cm はり背（上段：左端 下段：右端） 

ｎ  Qm の割増率 

Qo kN(t) 長期せん断力（BST-G89TM での計算値） 

Qm kN(t) Limit-EPA の計算結果から算出されたせん断力 

Qdc kN(t) 割増率を考慮した保有水平耐力時せん断力 

Qdc = Qo + Qd * n 

Qd kN(t) BST-G89TM での計算値 

（はりの場合は、STP 計算のもととなったQｄが使用されています。 

半定  Qdc > Qd の時、NG → この場合、Pw、STP には Qdc から算出された HOOP の結果

が出力されます。 

Qdc > Qd の時、OK → この場合、Pw、STP には BST-G89TM での結果が出力され

ます。  

Pw % STP の配筋率 

STP mm STP の設定内容 

 

 

 

注意： STPの後に書かれる記号について 

 

判定で NG になった場合、Qdc から新たに STP 設定を計算し直しますが、その結果が

BST-G89TM での結果を上回った場合、つまり STP 間隔が小さくなった場合、STP の後に

「＊」印が出力されます。 

 

また、その結果がBST-G89TMでの結果と同じまたは下回った場合、つまりSTP間隔が同

じか広くなった場合、Pw，STPには BST-G89TMでの計算結果が出力され、その後に「・」

印が出力されます。 

 

 

以上 

 

 

 

 

 

表 3 はりせん断チェックの出力項目説明 


